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が、それによると 1/N が弦の結合定数に対応しているため、finite-N でのこの双対性が
超弦理論の非摂動的定式化になっているはずだという考え方がある。本論文は、
SU(2|4)対称なゲージ/重力双対についての申請者の研究成果に基づいている。 
 SU(2|4)対称なゲージ理論には 1 次元の量子力学である BMN 行列模型(Berenstein-
Maldacena-Nastase)がある。その他にも 3 次元の N=8 超対称 Yang-Mills 理論、4 次元の
N=4 超対称 Yang-Mills 理論があるが、それら高次元のゲージ理論は BMN 行列模型の特別
な真空周りの理論として実現できることが示されている。そのため、本論文では主に
BMN 行列模型について計算しており、その結果から 3 次元および 4 次元のゲージ理論に
ついての結果も導き出している。 
 これらのゲージ理論に対応する重力解は SU(2|4)対称性を持つ IIA 超重力の 1/2 BPS












































 さらに、幾何の創発が large-N reduction と関係づけられた点も重要である。
large-N reduction は行列模型から時空間の次元を創発する機構であり、超弦理論の
非摂動的定式化の観点からもその重要性が指摘されている。本論文では BMN 行列模型
あるいは 3 次元の超対称 Yang-Mills 理論の特別な真空周りの理論と 4 次元の超対称
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